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十二弟子の一人で、デドモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼

らと一緒にいなかった。  

そこで、ほかの弟子たちは彼に「私たちは主を見た」と言った。しかし、トマ

スは彼らに「私は、その手に釘の跡を見て、釘の跡に指を入れ、その脇腹に手

を入れてみなければ、決して信じません」と言った。  

八日後、弟子たちは再び家の中におり、トマスも彼らと一緒にいた。戸には鍵

がかけられていたが、イエスがやって来て、彼らの真ん中に立ち、「平安があな

たがたにあるように」と言われた。  

それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見な

さい。手を伸ばして、わたしの脇腹に入れなさい。信じない者ではなく、信じ

る者になりなさい。」  

トマスはイエスに答えた。「私の主、私の神よ。」  

イエスは彼に言われた。「あなたはわたしを見たから信じたのですか。見ないで

信じる人たちは幸いです。」  

イエスは弟子たちの前で、ほかにも多くのしるしを行われたが、それらはこの

書には書かれていない。  

これらのことが書かれたのは、イエスが神の子キリストであることを、あなた

がたが信じるためであり、また信じて、イエスの名によっていのちを得るため

である。 " 
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